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Ⅰ．はじめに
　平成 29 年度仙台大学川平アスレティックト
レーニングルームは平成 28 年度までに明成高
校特定研究指定部活動にて発生したスポーツ傷
害調査の結果 1）2）を踏まえ，スポーツ傷害の減
少をはかるために①春季の筋力トレーニング・
コンディショニングを継続・拡散して実施す
る，②再受傷減少のため靭帯損傷後のリハビリ
と復帰時期を見直す，③試合期に合わせた練習
スケジュールの検討を顧問と深める，④重症度
Severe に分類されるスポーツ傷害の減少を図
る，⑤春季にフィジカル／メディカルチェック
を実施する，⑥ストレングス＆コンディショニ
ングスペシャリスト（以下，S&C）によるスポー
ツ傷害リスク減少を目的とした筋力トレーニン
グの導入，という課題で活動を行った．28 年
度の活動で減少傾向を引き出すことができた春
季の下級生の怪我，足関節捻挫の再受傷，重症
度 Severe（離脱期間 28 日以上）といった特定
研究指定部活動の特徴的なスポーツ傷害をさら
に減少傾向とするために，上記 6 つの課題を強
化して活動する 1 年としてきた．6 つ目の取り
組みについて，29 年度からは S&C スペシャリ
ストが常勤で配属された．S&C は筋力，柔軟性，
持久力，瞬発力などの体力要素を複合的に向上
し，傷害リスクの減少と身体能力の向上を目的
とする．活動内容としては明成高校特定研究指
定部活動（陸上競技部，女子バスケットボール
部，女子サッカー部，男子バレーボール部）を
対象に週 1 から 2 回の頻度で 1 回あたり約 1 時
間をトレーニングに充てた．高校運動部活動は
課外活動であるため，限られた時間の中で効率
的に行えるよう競技特異性や選手の体力レベル
を踏まえ優先的に鍛えるべき体力要素の把握と
その向上を目掛けた指導を追及した．筋力向上
によって傷害リスクの減少が示唆されているこ
とから 14），筋力向上の効果的な運動様式であ
るレジスタンストレーニングを S&C 指導の軸
とした．また，指導している全部活動で足関節
や膝関節の傷害が多く見られることが前年度調
査結果で報告されているため，それら部位に関
与する筋群の筋力や柔軟性の獲得を目的とした
種目および強度で実施した．トレーニング初心
者に対してはトレーニング開始 3 ヶ月を基礎ト
レーニングに充て，高強度トレーニングの準備
期間とした． 
　以下に平成 29 年度の明成高校特定研究指定
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部活動で発生したスポーツ傷害についてまとめ
る．なお，本調査は仙台大学倫理審査会の承認
を得て行った． 
Ⅱ．平成 29 年度スポーツ傷害調査報告
1．調査方法
　平成 29 年度は特定研究指定部活動から川
平 ATR に 177 件の相談があった．問診票と
SOAP ノートより学年，部活動，受傷日，受
傷状況，受傷部位，傷害の種類，受傷原因，傷
害の分類，そして重症度（復帰までの日数で分
類）について調査した．対象とした特定研究指
定部活動は陸上競技部，女子バスケットボール
部，女子サッカー部，男子サッカー部，男子バ
レーボール部の 5 つで，スケルトン同好会は 2
名で活動しており主な練習拠点は仙台大学であ
ることから，この調査には除外した．受傷状況
は『練習中（練習後を含む）』もしくは『試合
中（試合後，練習試合を含む）』と分けた．受
傷部位は国際ラグビー評議会（IRB）による身
体部位の分類を使用し，19 の身体部位（①頭部・
顔面 ②頸部・頚椎 ③肩関節・鎖骨 ④上腕 ⑤
肘関節 ⑥前腕 ⑦手関節 ⑧手部 ⑨胸骨・肋骨・
上背部 ⑩腹部 ⑪背部 ⑫腰部・骨盤・仙骨 ⑬
股関節・鼠径部 ⑭大腿部 ⑮膝関節 ⑯下腿部・
アキレス腱 ⑰足関節 ⑱足部 ⑲内科的疾患）に
分けた．受傷原因は『接触』もしくは『非接
触』に分け，傷害の分類は『急性』『慢性』『再
受傷』と分けた．再受傷とは傷害から選手が完
全復帰した後再度同じ種類の傷害を同じ部位に
被ることであるが ,　更に 「Early Recurrence
（2 ヶ 月 以 内 の 再 受 傷 ）」「Late Recurrence
（2 ヶ月以降 12 ヶ月以内の再受傷）」「 Delayed 
Recurrence（1 年以降の再受傷）」と分けた．
重症度も IRB の分類を使用し，『重症度 Slight
（離脱期間 0 〜 1 日）』『重症度 Minimal（離脱
期間 2 〜 3 日）』『 重症度 Mild（離脱期間 4 〜
7 日）』『重症度 Moderate（離脱期間 8 〜 28 日）』『 
重症度 Severe（離脱期間 28 日以上）』『重症度
Career Ending（引退）』とした．そしてスポー
ツ傷害相談件数 177 件のうち，医師の診断ある
いは AT 評価にてスポーツ傷害と判断された
120 件を調査対象とした .
2．調査結果：受傷月別 
　多発した順に 4 月 24 件（20.0％），5 月，8 月，
9 月，2 月に各 12 件（10.0％），1 月 10 件（8.3％），
10 月と 11 月各 9 件（7.5%），7 月 8 件（6.7％），
6 月 6 件（5.0％），12 月と 3 月各 3 件（2.5％）
となり，4 月に特に多発したことがわかった。
3．調査結果：学年別 
　1 年生の傷害件数が 62 件（51.7％），2 年生
が 31 件（25.8％），3 年生が 27 件（22.5％） と
続き，1 年生のスポーツ傷害件数が全体件数の
半分以上を占めた .
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図１　月別傷害件数（競技内訳）
図２　学年別傷害件数
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4．調査結果：競技別 
①陸上競技部（長距離・中距離・短距離・投てき）
　27 件のスポーツ傷害があった．内訳は筋損
傷・筋痙攣 6 件，腱損傷・腱障害 7 件，炎症 4 件，
骨膜炎 3 件，靭帯損傷 1 件，疲労骨折 2 件，挫
傷・打撲 1 件となった．これは種類別にすると
慢性障害 16 件（59.3％），急性外傷 9 件（33.3％），
再受傷 2 件（7.4％）という結果であり，慢性
障害が多くを占めた．
②女子バスケットボール部
　15 件の傷害があり，靭帯損傷 3 件，疲労骨
折 1 件，炎症 2 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，骨膜
炎 2 件，骨折 1 件，脳震盪 1 件，半月板損傷 1 件，
腰椎分離症 1 件という内訳になった．このうち
急性外傷が 8 件（53.3％） ，再受傷 4 件（26.7％），
慢性障害 3 件（20.0%）となり，女子バスケッ
トボール部では急性外傷が多く，また，比較的
に再受傷も多かった．
③女子サッカー部
　29 件のスポーツ傷害があり，靭帯損傷 14 件
（足関節 9 件，膝関節 5 件），脳震盪（疑いを含
む）4 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，炎症 2 件，腱
損傷・腱障害 2 件，筋疲労 1 件，骨膜炎 1 件，
疲労骨折 1 件，その他の骨損傷 1 件，内科的疾
患 1 件という内訳だった．種類別では急性外傷
が 17 件（58.6%），再受傷が 5 件（17.2%），慢
性障害が 7 件（24.1%）となり，急性外傷が高
い割合で発生したことがわかった．
④男子サッカー部
　38 件のスポーツ傷害が発生し，その内訳は
靭帯損傷 9 件（足関節 8 件，膝関節 1 件），挫
傷・打撲 7 件，筋損傷・筋痙攣 9 件，半月板・
軟骨・椎間板損傷 6 件，骨損傷 2 件，腱損傷・
腱障害 1 件，脳震盪（疑いを含む）3 件，その
他 1 件となった．急性外傷が 18 件（47.4%），
再受傷が 12 件（31.6%） ，慢性障害が 8 件（21.1%） 
ということで，急性外傷が多く占める結果とな
り，再受傷も多い結果となった．
⑤男子バレーボール部
　合計 11 件のスポーツ傷害があり，靭帯損傷
5 件，筋損傷・筋痙攣 2 件，骨折 2 件，疲労骨
折 1 件，炎症 1 件という結果となった．これ
らは急性外傷が 5 件（45.5％），再受傷が 4 件
（36.4%），慢性障害が 2 件（18.2%） という結果
であった .
5．調査結果：部位別 
　頭部・顔面 9 件（7.5%），上肢 5 件（4.2%），
体幹部 7 件（5.8%），下肢 99 件（82.5%）となり，
下肢傷害が圧倒的に多発したことがわかった．
下肢部位の内訳は足関節 29 件（24.2％），膝関
節 25 件（20.8％），下腿部・アキレス腱 17 件
（14.2％），大腿部 15 件（12.5％），足部 10 件
（8.3％），股関節・鼠径部 3 件（2.5％）という
結果になり，足関節への傷害が圧倒的に多かっ
た .
6．調査結果：傷害の種類別 
　靭帯損傷 32 件（全体の 26.7%，内訳は靭帯 I
度損傷 13 件，靭帯部分断裂 15 件，靭帯完全断
裂 4 件），筋損傷・筋痙攣 21 件（17.5％），腱損傷・
腱障害 10 件（8.3％），炎症 9 件（7.5％），骨損
傷 9 件（7.5%），挫傷・打撲 8 件（6.7％），半
月板・軟骨・椎間板損傷 7 件（5.8％）, 骨膜炎
6 件（5.0％），脳震盪 6 件（5.0％），疲労骨折 5
件（4.2％），骨折 4 件（3.3％），その他の傷害
は 3 件だった．靭帯損傷が最も多く，次に筋損
傷・筋痙攣，そして腱損傷・腱障害となった .
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図３　部位別件数
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7．調査結果：受傷状況別 
　練習中に発生した傷害，もしくは練習中は気
にならなかったが帰宅後に気がついた痛みは
80 件（66.7％），試合中・練習試合中，もしく
は試合後に気がついた痛みは 32 件（26.7％），
その他（部活外，内科的疾患）が 8 件（6.7％） 
となった .
8．調査結果：受傷原因別 
　接触プレーでの傷害は 43 件（46.2％），非接
触プレーの傷害 50 件（53.8％，基本的に非接
触プレーで慢性障害を発生する陸上競技部は除
く）だった .
9．調査結果：傷害の分類別 
　急性傷害が 57 件（47.5％），慢性障害が 36
件（30.0％），再受傷が 27 件（22.5％） となり，
急性傷害が多くを占めた .
10．調査結果：重症度別 
　 重 症 度 Minimal 13 件（10.8 ％）， 重 症 度
Mild 26 件（21.7％），重症度 Moderate 44 件
（36.7％），重症度 Severe 33 件（27.5％），重症
度 Career Ending 4 件（3.3％） となり，『重症
度 Moderate』に分類される傷害の件数が最も
多かった .
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図４　傷害種類別（競技内訳）
図６　陸上（２７件）を除く受傷原因別
図５　受傷状況別
図７　傷害分類別
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Ⅲ．傷害傾向とその背景
　以下に平成 29 年度のスポーツ傷害傾向で特
に重視すべき傾向を取り上げ，課題としてきた
項目への取り組みがどう影響したのか，前年ま
での傾向や他調査と比較しながらその背景を考
察していく．
①春季に下級生の怪我が多い
　29 年度の傷害発生時期については，先行研
究や他調査と類似した傾向を示した 1）3）4）5）6）7）
8）9）10）．日本スポーツ振興センター学校安全部
は例年春と秋に傷害件数が多くなることを報告
しているが 3）4）5）6）7）8）9），明成高校の課外活
動でも同じ傾向を示し，4 月に最も発生し、次
に 5 月，8 月，9 月と続いた．また，学年別の
傷害件数をみると 1 年生に最も怪我が発生した
ことがわかった．先行調査により高校運動部活
動では春季に下級生の怪我が多発することがわ
かっており 1）2），6 月に開催される高校総合体
育大会に向けて怪我を減らしていくべく 27 年
度冬季から予防対策の実施を開始していた．そ
れらを継続的に行った結果，28 年度春季の怪
我は 27 年度春と比較して 13.3％減少した 1）2）．
なぜ 29 年度は再び発生傾向を 10.8％も高めて
しまったのか．特に下級生には競技レベルや練
習量に順応する時間と体作りのセッションを設
けていかなければならないことは議論されてお
り，これらの指導に対してある程度の時間を費
やした．これらの改善策として，29 年度は 28
年度のように週 2，3 回一定期間継続して指導
をするといったことはしなかったため，まず冬
季と春季に行うスポーツ傷害予防に関して指導
の質を向上する，さらなる指導時間を確保する
など，今一度見直さなければならない．そして
入学直後の 1 年生には特に丁寧に指導を行って
いくことを再度徹底しなければならないと感じ
ている．しかし， AT が行うウォームアップ・
クールダウンや補強トレーニング，S&C が行
う筋力トレーニングなどが傷害予防対策として
実施されるなかで，やはりそれだけで全ての傷
害が予防されるわけではない．高校は 5 月，6
月に全国大会に繋がる主要な大会が開催される
ことから春季の練習は厳しさを増すことがわ
かっている．そのため春季の練習計画はとても
重要になる．チーム全体や生徒個人のスキルレ
ベル，そして日々のコンディションや疲労度に
合わせながら試合日に体力的ピークとなるよう
な練習計画が必要である．5 月はどの部活動も
実践練習が増える．試合感を身に付ける上でと
ても重要な練習方法ではあるが，格上チームと
の練習試合，女子チームが男子チームと練習試
合をするなど，大きな負担がかかるような実践
練習はもっと慎重に計画される必要がある．そ
して本戦の直前に実践練習を多く組むことで
ピークパフォーマンスの時期がずれ，本戦直前
に怪我をしてしまうことも少なくない．やはり
顧問ともっと練習スケジュールについてコミュ
ニケーションを深めていくことが大切であると
感じる．そして顧問とのコミュニケーションを
深めなければならない最大の理由は春季に怪我
をする新入生の怪我の程度は比較的に重い場合
が多いことがあげられる．これについては以下
に記されている傷害傾向との考察を含めて後述
していく．
②非接触プレーで起きたスポーツ傷害が多い
　50 件発生した非接触プレーの傷害（主に非
接触型で受傷する陸上競技は除く）の内訳は靭
帯損傷 14 件，筋損傷・筋痙攣 12 件，半月板・
軟骨・椎間板損傷 5 件，炎症 4 件，骨損傷 4 件，
骨膜炎 3 件，疲労骨折 3 件，腱損傷・腱障害 2 件，
筋疲労 1 件，その他 2 件という内訳で 53.8％に
平成 29 年度仙台大学川平 ATR 年次報告
図８　重症度別（競技別）
7
9
10
1
2
7
6
4
3
12
10
8
12
13
3
3
1
2
3
4
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
Minimal（2－3日）
Mild（4－7）
Moderate（8－28）
Severe（28日以上）
Career-ending
(件)
陸上
女バス
女サ
男サ
男バレ
42
③再受傷，特に足関節捻挫，が多い
　120 件のスポーツ傷害のうち 28 件（23.3％）
が再受傷だった．そのほとんどが足関節捻挫の
再受傷であり，足関節捻挫全体でいうと 52.0％
が再受傷という結果であった．さらにはその半
も上り，これは 28 年度と比較して 10.3％の減
少となったが怪我の半数以上がまだいわゆる自
滅して怪我をしたことがわかった．靭帯損傷に
は足関節捻挫 12 件，膝内側側副靭帯捻挫 1 件，
前十字靭帯断裂 1 件が含まれ，このうち 12 件
が重症度 Moderate 以上の離脱期間（8 日以上）
を要するものであった．この 50 件のうち 15 件
（30.0%）は 4 月と 5 月に発生しており，26 件
（52.0％）は 1 年生に発生していた．さらには，
34 件（68.0％）の怪我が慢性障害の部類であり，
13 件（26.0％）が重症度 Severe（離脱期間 28
日以上）の怪我であることがわかった．つま
り，発生した非接触型のスポーツ傷害は春季の
1 年生に発生する傾向が強く，それらの怪我は
重症度の高い慢性障害なのである．これらの怪
我の発生要因は多くは内因的なものであると考
える．なかでも体組成，身体適性，スキルレベ
ル，疲労度といった内的要因が大きく影響した
と考えるが，それだけではなく外的要因である
環境，いわゆる練習時間や練習強度といった因
子も加わり比較的に重症度の高い傷害・障害と
なったと考えている．練習時間や練習強度の調
整は以前より顧問と協議を行っているが，まだ
改善が足りていないと感じる．引き続き顧問と
の連携を深める必要があると考える．
　非接触型のスポーツ傷害を多少でも減少させ
ることができた理由として S&C トレーニング
の導入が考えられる．陸上競技部，女子バスケッ
トボール部，女子サッカー部，男子バレーボー
ル部に対してスクワットや RDL などバーベル
等の外的負荷を用いた全身運動で筋力を強化し
てきた．このような全身運動により胴体部の安
定性が改善され，ボディコーディネーションが
向上されたことがあげられるのではないだろう
か．
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図９　非接触プレーで発生した傷害５０件の種類別内訳
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数以上が 1 年以内の再受傷ということもわか
り，足関節捻挫再受傷の減少を課題としていた
のにもかかわらず反省が残る結果となった．減
少を課題としていた背景は前年度までの調査か
ら再受傷率が高いということがわかっていた
からだが，どのくらい高いのか．Comstock ら
は National High School Sports-Related Injury 
Surveillance Study 2015-2016 School Year12）と
いう調査にて，練習中や試合中に発生した怪我
のうち 9％が再受傷であると報告している．こ
の結果は彼らが調査を継続している 13 年間で
大きく変動はない 11）12）．また，Welton らが行っ
た再受傷に関する傾向の調査 15）では，足関節
が最も多く再受傷する部位であると報告をし
て，多い部位順に足関節（22.3％），頭部・顔
面（17.4％），膝関節（16.4％），肩関節（12.5％）
としている．このことからアメリカの高校アス
レティックスと比較して明成高校では再受傷の
割合が非常に高いうえに，足関節捻挫再受傷の
割合も非常に高いことがわかる． 28 年度に女
子サッカー部が足関節強化のためのセラバンド
トレーニングをチームルールとして 10 ヶ月間
取り入れたが，その年度は再受傷が 15.1％まで
抑えられている（27 年度は 32.2％）．これは足
関節のセラバンドトレーニングは足関節捻挫予
防に好影響があるかもしれないと仮説をたてる
ことができる．それを検証するためにも現在は
限られた生徒しか行っていない状況を再度ルー
ルとし，そして多くの部活動に実施させること
を進めていく考えである．
④重症度が高い怪我が多い
　Comstock ら の 調 査 11）12） で は， 離 脱 期 間
1~2 日の怪我が 22％，離脱期間 3~6 日の怪我
が 21％，離脱期間 7~9 日の怪我が 14％，離脱
期間 10 〜 21 日の怪我が 20％，離脱期間 21 日
以上が 8％，その他（ドクターストップによる
完全離脱，生徒による復帰断念，復帰前にシー
ズン終了など）が 15％と報告している．離脱
期間のくくりが違うため直接的な比較はできな
いが，アメリカの高校生が 1 週間以上離脱す
る割合は約 42％というのに対し，明成高校が
1 週間以上離脱する割合は 67.5％と高いことが
わかる．そして これらの重症度が高い怪我が
どのように発生しているのかを詳しく見ていく
と，4 月に 17 件発生しており，他の月の 2 倍
以上の件数が発生していることがわかる．そし
て 1 年生に 2 年生と 3 年生の合計件数を越える
件数が発生している．さらには 68.9％が練習中
に発生し，70.1% は非接触型の受傷機転である
ことがわかった．
　なぜ新入生が練習中に非接触型の怪我をし，
1 週間以上も離脱するのか．これは日本の高校
レベルのスポーツ傷害を考えるうえで最重要ポ
イントになるのではないか．Nowelsら 13）が行っ
たノースカロライナ州の高校アスレティック
ス 100 校を対象にした傷害調査では 9 年生（高
校 1 年生）の傷害率は一番低く，10 年生（高
校 2 年生），11 年生（高校 3 年生），12 年生（高
校 4 年生）と上級生になるに連れ傷害件数が
増加しているという結果を示している．また，
Comstock らが行っている調査 11）12）では，例
年練習中の怪我よりも試合中の怪我のほうが割
合として高い．試合時間よりも練習時間のほう
が長いことは共通しているはずなのに，なぜア
メリカの高校生スポーツ傷害の傾向とこんなに
も違うのだろうか．アメリカの高校スポーツと
日本の高校スポーツは大きく違う運営がされて
おり，競技種目の違い，練習環境や試合数の違
い，シーズン制があるかないかの違いなどがあ
るため直接的な比較は難しいが，このアメリカ
と日本の高校生傷害傾向の差に関して引き続き
調査を進めていきたいと考えている．
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習を重ねていってしまい怪我に繋がることは少
なくない．高校生は課外活動として部活動をし
ているため練習時間が限られており，筋トレや
ストレッチなど体作りの時間は少なく，限られ
た時間は技術練習やチーム練習に当てられる．
FES を実施することで怪我となりうる要因を
本人と顧問に知ってもらい，その要因の改善方
法を練習と同時に行わせる，そのような流れが
できたら生徒たちの怪我が減るのではないかと
考え，FES を考案した．この取り組みは 31 年
度から本格的に導入をするため今後準備をすす
めていく．また，学校スケジュールなどを含む
様々な理由から S&C 指導が数か月中断した部
活動が 2 つあり，中断した時期に傷害が発生し
たケースも見られた．年間の S&C トレーニン
グ継続が傷害減少に繋がるといわれているた
め，顧問にトレーニング継続の重要性を伝え続
けていきたいと考える．
　30 年度以降の活動でスポーツ傷害を減少さ
せるための追加対策を以下にまとめる .
　1．冬季・春季に行う傷害予防対策を徹底す
る
　2．より多くの部活動を対象とし足関節周囲
の筋強化を継続する
　3．計画的な S&C 指導を浸透させる
　4．試合期に合わせた練習スケジュールの検
討を顧問と深める
　5．FES の準備を進めていく
　言うまでも無いが傷害予防の目的は傷害を減
らすことにある．しかしどんなに傷害予防に力
を入れても残念ながらスポーツに傷害はつきも
のである．慢性障害は特にその部類で，ある程
度の練習量をある程度の強度で一定期間行え
ば「痛み」は発生しておかしくはない．慢性障
害に関しては日々のケアの重要性を引き続き指
導していくことで少しでも発生を抑えていき
たい．そして怪我の多くは急性外傷であること
が明らかであり，それらは練習中に発生してい
る．だからこそ傷害予防は『練習中の「急性外
傷」と「再受傷」の減少』という課題に集中す
るべきである．傷害予防は 1 日にして成らず，
そのためには顧問，アスレティックトレーナー，
IV．調査方法の反省
　本調査の限界として一つ目に調査対象とした
全てのスポーツ傷害に医師の診断があった訳で
はないことがある．二つ目に復帰日の決定につ
いては受傷者，その保護者，医師，アスレティッ
クトレーナー，顧問，チームスケジュール，学
校スケジュールなど多くの要因が関係してお
り，不必要に復帰日を延期するなどのようなこ
とはなかったが個々のケースによって多少のず
れが生じている現状がある．これら離脱期間と
復帰の点に関しては傷害の定義や復帰日の決定
方法などを明確にし，今後も引き続き整理をし
なければならないと感じている．
V．おわりに
　29 年度も例年通り予定していたスポーツ傷
害予防講習会を行うことができた．そして年度
末には Freshman Entrance Screening（以下，
FES．いわゆるメディカル／フィジカルチェッ
クのこと）を試験的に行うことができた．日常
行っているスポーツ傷害の対応で怪我の評価時
に「この状態では怪我が起きても仕方がなかっ
た」「起こるべくして起こった怪我」と思うこ
とが頻繁にある．柔軟性、筋肉量、筋力などの
不足や不利な骨形態は怪我の要因になるが，本
人たちや指導者はこの傾向を知らないまま練習
していることがほとんどである．自分の弱点を
知らずに，それを改善することがないままに練
白坂　広子ほか
図１３　重症度別（１２０件中）月別内訳
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S&C スペシャリストという現場指導者が多方
面で連携をするべきと考える．
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